
平
成

２９
年
度
当
初
予
算

の
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

病
院
事
業
会
計
の
合
計
額
は

１
４
４
億
２
３
０
１
万
円
で

前
年
度
対
比
２
億
７
３
１
４

万
円
の
増
額
予
算
（
１
．
９
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳

は
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
は

9７
億
７
千
万

円
で
前
年
度
比
２
億
円
増

（
２
．
１
％
増
）
で
、
投
資
的

経
費
で
あ
る
い
ず
み
保
育
所

建
設
費
・
町
道
維
持
費
な
ど
の

単
独
事
業
費
や
、
公
共
交
通
助

成
な
ど
補
助
費
等
が
伸
び
て

い
ま
す
。

自
主
財
源
は

２２
億
２
４
２

３
万
円
、
収
入
総
額
の

2２
．

８
％
で

１４
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
寄
付
金
や
繰
入
金
の
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
な
か
で
は
地

方
交
付
税
と
い
う
国
か
ら
頂

く
お
金
が

４９
億
６
千
万
円
で

総
額
の

5０
．
８
％
を
占
め
て

い
ま
す
が
昨
年
対
比
１
億
円

の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
借

金
の
返
済
額
は

1４
億

７２
万

円
で
借
入
金
予
定
額
の
１
・

２５
倍
の
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。平

成

2９
年
度
末
の
基
金

（
積
立
金
）
総
残
高
は
１
２
４

億
９
８
０
０
万
円
で

２６
年
度

末
よ
り
３
７
４
３
万
円
の
増

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

28
年
度
末
の
地
方
債
（
借
金
）

残
高
の
総
額
は
１
２
７
億
３

７
６
０
万
円
と
な
り
６
億
５

３
０
０
万
円
の
減
額
と
な
る

予
定
で
す
。

な
お
、
平
成

26
年
度
末
の

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残

高
は
１
３
３
万
７
千
円
と
な

り
ま
す
が
、
交
付
税
措
置
な
ど

借
金
の
性
質
を
考
慮
す
る
と

積
立
金
総
額
の
ほ
う
が
借
金

総
額
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。

発行 神石高原町議会議員

木野山孝志 後援会
平成２９年０４月１０日 ＮＯ.４３

発行責任者：橋迫芳隆

神石高原町父木野２９５３－１

ホームページ http://www7a.biglobe.ne.jp/~t-kinoyama/

平成２９年度

当初予算



平
成

２8
年
度
３
月
補
正
の
主
な
も
の
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
寄
付
金
確
定
に
よ
る
追
加
交
付
金

１
億
３
９
６
５
万
円
、
政
策
医
療
交
付
金
の
追

加
補
正
７
０
０
０
万
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立

に
３
億
５
６
９
万
円
な
ど
が
主
な
も
の
で
、
他

は
ほ
と
ん
ど
が
清
算
に
よ
る
減
額
補
正
で
す
。

新
規
・
拡
充
事
業
の
主
な
も
の

★
超
高
付
加
価
値
農
業
振
興
事
業

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
１
０
０
万
円

★
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
運
営
事
業

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
０
２
万
円

★
地
域
活
性
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
９
２
万
円

★
生
活
交
通
機
関
確
保
事
業

 
 

 
 

 
 

 

１
億
１
２
４
４
万
円

★
小
・
中
・
高
校
支
援
事
業

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
０
９
２
万
円

★
英
語
教
育
推
進
事
業

５
０
２
万
円

◎
ト
マ
ト
栽
培
実
践
研
修
施
設
整
備

３
５
０
０
万
円

◎
里
守
り
犬
育
成
事
業

４
２
６
万
円

○
林
業
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

５
６
３
８
万
円

○
新
規
就
農
者
支
援
事
業

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４
７
１
５
万
円

○
保
育
所
施
設
整
備
（
い
ず
み
）
事
業

 
 

 
 

 
 

 

３
億
４
０
０
０
万
円

◎
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
２
２
３
万
円

◎
犯
罪
被
害
者
支
援
事
業

４
０
万
円

◎
町
立
病
院
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
７
万
円

◎
庁
舎
建
設
事
業 

 
 

 

３
６
万
円

◎
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

１
５
０
万
円

 
 

★
＝
Ｊ
Ｉ
Ｎ
（
神
）
プ
レ
ミ
ア
ム

 
 

◎
＝
新
規
事
業

○
＝
拡
張
事
業

★ＪＩＮ（神）プレミア

ムとは

○神石高原町内の
人・もの・自然など
全体の価値・イメー
ジをもうひとつ高め
ること。



「
地
方
公
会
計
制
度
」
の
導
入

木
野
山

４
７
０
万
円
の
事
業
費

に
交
付
税
措
置
は
な
い
の
か
。

全
額
委
託
料
だ
が
職
員
対
応
は
。 

 
 

 
 

 
 

 

瀬
尾
総
務
課
長

台
帳
記
帳
業
務

書
類
作
成
業
務
に
特
別
交
付
税
措

置
。
職
員
も
連
携
し
て
さ
ぎ
ょ
う

に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
の
構
築

木
野
山

病
院
の
赤
字
原
因
は
人

口
減
少
・
高
齢
化
だ
け
で
は
な
く

信
頼
さ
れ
る
病
院
か
ど
う
か
だ
。

対
策
は
。

赤
木
保
健
課
長

良
質
で
安
全
な

切
れ
目
の
な
い
、
期
待
に
応
え
る

医
療
提
供
に
日
々
努
め
る
。

「
有
害
鳥
獣
対
策
」
の
充
実
は

木
野
山

報
奨
制
度
の
拡
充
と
ジ

ビ
エ
料
理
提
供
制
度
の
確
立
で
捕

獲
者
の
意
欲
を
高
め
た
ら
ど
う
か
。

ま
た
追
い
払
い
に
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
は
。

瀬
尾
産
業
課
長

成
果
の
糧
と
な

る
テ
コ
入
れ
は
検
討
し
た
い
。
頭
数

制
限
が
目
的
で
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮

し
検
討
す
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
、
猟
友
会
と

一
緒
に
検
討
し
て
い
く
。

「
英
語
教
育
推
進
事
業
」
は

木
野
山

各
学
校
へ
配
分
す
る
英

語
教
材
の
活
用
方
法
は
。

石
田
学
校
教
育
課
長

各
学
校
長

に
任
せ
取
り
組
み
た
い
。

教
育
長

小
５
・
６
年
生
は
外
国
語

活
動
で
、
１
～
４
年
生
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
に

よ
る
活
用
を
行
う
。
中
学
校
で
は
英

語
の
教
科
内
で
活
用
す
る
。

木
野
山

中
学
校
で
の
英
語
ク
ラ

ブ
は
ど
う
か
。

教
育
長

部
活
は
今
で
も
精
一
杯

な
の
で
難
し
い
か
も
。

「
ふ
る
さ
と
回
帰
塾
事
業
」
と
は

木
野
山

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
見
据

え
た
着
地
型
観
光
調
査
事
業
と
は
。

内
容
を
。

ま
た
専
門
家
と
は
。

町
長

専
門
家
と
は
徳
島
県
で
民

宿
「
空
音
遊
（
く
ー
ね
る
あ
そ
ぶ
）

を
経
営
す
る
「
保
坂
」
さ
ん
。

本
町
で
継
続
的
に
ど
の
よ
う
な
仕

組
み
が
出
来
る
か
、
ど
ん
な
魅
力

を
発
信
で
き
る
か
研
究
し
た
い
。

「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
構
想
」
は

木
野
山

ど
の
よ
う
な
構
想
か
。

町
長

本
町
出
身
者
が
中
心
と
な

り
、
東
京
赤
坂
、
西
麻
布
な
ど
に

事
業
展
開
を
し
て
い
る
和
牛
専
門

グ
ル
ー
プ
に
神
石
牛
を
試
験
的
に

提
供
す
る
。
付
け
あ
わ
せ
の
野
菜

を
有
機
の
里
か
ら
出
荷
出
来
る
。

本
町
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
た
い
。

「
政
策
医
療
交
付
金
」
は

木
野
山

政
策
医
療
交
付
金
は
確

定
し
た
段
階
で
精
算
の
た
め
に
追

加
補
正
を
組
む
も
の
だ
。
こ
の
度
は

見
積
金
額
い
わ
ゆ
る
摘
ま
み
追
加

補
正
し
て
い
る
。
な
ぜ
今
回
の
３
月

な
の
か
。
ま
た

２７
年
度
か
ら
総
額

で
２
億
円
を
超
え
て
い
る
。
原
因

は
。

保
健
課
長

追
加
補
正
額
７
千
万

円
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
か
ら

１２

月
の
実
績
見
込
み
で
３
月
ま
で
で

７
０
２
８
万
５
千
円
と
聞
い
て
い

る
。
９
月
補
正
で
精
算
す
る
。

急
激
に
増
え
た
原
因
は
入
院
患
者

の
減
、

２７
年
度
の
介
護
保
険
の
改

正
が
原
因
と
思
う
。

「
水
道
工
事
進
捗
状
況
」
を
伺
う
。

木
野
山

簡
易
水
道
事
業
は
補
助

金
額
が
減
り
減
額
補
正
と
な
っ
た
。

油
木
市
場
・
安
田
地
区
の
完
成
予
定

は
。

環
境
衛
生
課
長

油
木
市
場
が
平

成
３
０
年
ま
で
。
安
田
は
平
成
２
９

年
度
完
成
予
定
で
す
。

条
例
制
定
・
改
正
の
主
な
も
の

○
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
制
定

＊
見
舞
金
の
支
給

○
総
合
開
発
基
金
条
例
の
廃
止

 
 

⇒

○
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

 
 

 

＊
総
合
開
発
特
別
会
計
の
閉
鎖

○
が
ん
ば
る
ふ
る
さ
と
条
例
一
部
改
正

＊
事
業
の
区
分
に
地
区
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
を
加
え
る

○
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改
正

 
 

 

＊
町
内
の
簡
易
水
道
の
経
営
を

統
合
し
補
助
金
の
交
付
を
確
保

○
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

 
 

 

＊
「
政
策
企
画
課
」
の
設
置

 
 

 

＊
「
学
校
教
育
課
」
「
生
涯
学
習

課
」
を
統
合
し
「
教
育
課
」
に
。

 
 

 

（
緊
急
的
課
題
で
あ
る
庁
舎
・
病

院
の
建
設
を
推
進
す
る
た
め
「
政

策
企
画
課
を
新
設
。
ま
た
地
区
公

民
館
業
務
を
地
区
協
働
支
援
セ

ン
タ
ー
業
務
と
し
、
伴
い
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
に
「
生
涯
学
習
係
」

を
新
設
し
た
。
」

○
他
に
、
町
税
条
例
、
手
数
料
条
例
、
非

常
勤
特
別
職
報
酬
条
例
、
指
定
管

理
な
ど
改
正
が
有
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
質
問

三和公民館まつり



  

１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
検
討

す
る

町
長

道
の
駅
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
ま
る
ご
と
市
場
の
在
り
方
、
第

３
セ
ク
タ
ー
の
統
合
事
務
と
い
っ

た
３
つ
の
構
想
を
外
部
委
託
す
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

人
材
を
さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
配
置
す
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
、
超
高
付

加
価
値
農
業
等
様
々
な
事
業
の
外

部
委
託
を
検
討
中
。
専
門
性
や
事
務

量
、
費
用
対
効
果
、
事
業
期
間
等
総

合
的
に
判
断
し
好
ま
し
い
も
の
は

外
注
す
る
方
向
で
検
討
中
だ
。

ま
る
ご
と
市
場
は
売
上
が
１
億

８
千
万
円
で
５
１
０
０
万
円
の
経

費
が
掛
か
っ
て
お
り

２５
％
の
粗

利
で
は
ペ
イ
し
な
い
。
廃
止
し
て

も
産
物
の
出
荷
先
を
確
保
す
れ
ば

農
家
へ
も
プ
ラ
ス
と
な
る
。
費
用

対
効
果
を
考
え
、
進
め
た
い
。

３
つ
の
第
３
セ
ク
タ
ー
も
課
題

が
多
く
、
経
営
統
合
に
よ
っ
て
各

店
舗
の
役
割
を
考
え
て
い
き
た

い
。

木
野
山

第
３
セ
ク
タ
ー
の
廃
止

や
統
合
の
件
は
、
も
う
少
し
具
体

性
が
な
い
と
町
民
は
理
解
し
な

い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町
長

あ
く
ま
で
方
向
性
を
示
し

た
も
の
で
メ
リ
ッ
ト
や
リ
ス
ク
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
分
析
さ
せ

ど
う
す
る
か
検
討
す
る
。

各
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
が
策

定
し
た
計
画
に
対
す
る
支
援

は
。

町
長

全
て
の
内
容
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
計
画
が
出
来
上
が
れ

ば
各
地
区
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
と

協
議
し
進
め
る
。

人
的
支
援
で
は
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
雇
用
に
は
財
政
支
援
を

検
討
す
る
が
、
今
以
上
の
職
員
の

対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

木
野
山

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
一
括
交
付
金
の
基
金
造
成
は
全

て
目
的
基
金
と
さ
れ
て
い
る
。
町

の
財
政
調
整
積
立
基
金
の
よ
う
に

何
割
か
を
柔
軟
性
を
持
た
せ
、
自

由
に
使
用
さ
せ
て
は
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

町
長

中
身
を
見
て
検
討
し
た

い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

何
割
を

自
由
裁
量
と
す
る
か
、
交
付
金
な

の
で
議
会
説
明
も
可
能
な
形
に
し

た
い
。

セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
進
め
た
い
。

木
野
山

協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
先
駆
的
な
取
組
み
に
対
す
る
補

助
金
交
付
は
、
補
正
予
算
対
応
と

理
解
す
る
が
Ｏ
Ｋ
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

協
議
の

中
で
必
要
と
な
ら
ば
補
正
対
応
し

た
い
。

公
民
館
活
動
の
協
働
支
援
セ

ン
タ
ー
業
務
へ
の
移
行
は
何
を

目
指
す
の
か

木
野
山

公
民
館
事
業
は
、
地
域

の
伝
統
文
化
事
業
の
要
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
部
局
で
実
施
さ
れ
る

か
ら
こ
そ
文
化
の
香
り
が
す
る
。

地
区
公
民
館
事
業
の
協
働
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
行
の
効
果
に
よ
り

何
を
目
指
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
移
行
し
て
生
涯
学
習
事
業

を
行
っ
て
い
く
地
区
公
民
館
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
中
で
皆
で

地
域
の
伝
統
文
化
の
行
事
を
社
会

教
育
の
枠
を
越
え
て
生
涯
学
習
事

業
の
中
の
取
組
み
と
し
て
や
っ
て

い
く
事
が
本
当
に
地
域
に
根
差
し

た
文
化
活
動
だ
と
考
え
て
い
る
。

木
野
山

社
会
教
育
法
か
ら
あ
ま

り
逸
脱
を
し
な
い
方
向
で
地
区
の

事
業
が
活
発
化
す
れ
ば
良
い
と
思

う
。我

々
の
中
山
間
の
文
化
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
と
か
市
場
経
済
と
か
に

関
わ
ら
な
い
日
本
独
特
の
文
化
を

持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
大
事

に
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
一

緒
に
や
っ
て
頂
き
た
い
。

三和協働支援センター 円卓会議


